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“令和５年度通常総会”開催

令

和

五

年

度

千

葉

県

隊

友

会

役

員

等

新任

令
和
五
年
度
千
葉
県
隊
友
会
通
常
総
会
を
四
月
十
九
日
に
三
井
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
（
千
葉
市
中
央
区
中
央
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
会
長
以
下
県
本
部
、

各
支
部
長
等
お
よ
び
顧
問
・
参
与
の
会
員
合
わ
せ
て
六
十
一
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
国
歌
斉
唱
、
六
十
九
名
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
お
よ
び
会
長
挨

拶
に
続
き
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
市
川
支
部
の
金
井
支
部
長
の
議
事
進
行
に

基
づ
き
、
大
根
事
務
局
長
か
ら
令
和
四
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
お
よ
び

令
和
五
年
度
事
業
計
画
・
予
算
計
画
な
ど
五
個
議
案
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者

に
よ
る
審
議
を
経
て
全
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
・
表
彰
式
に
引
き
続
き
、
特
別
会
員
、
関
係
諸
団
体
の
皆
様
を
お
招

き
し
て
ナ
ザ
レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
氏
（
在
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
・
外
交
評
論

家
）
に
よ
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
実
と
日
本
へ
の
警
鐘
」
と
題
し
た
防
衛
講

話
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
参
加
者
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

募
金
（
￥
四
万
六
千
円
）
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
で
の
開
催
は
令
和
元
年
度
以
来
、
４
年
振
り
と
な
り
、
参
加
さ
れ
た

皆
様
と
と
も
に
懇
親
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

個
人
表
彰

青
木
俊
和

（
船
橋
支
部
）

木
村
義
忠

（
船
橋
支
部
）

丸
山
光
則

（
船
橋
支
部
）

佐
藤
孝
義

（
松
戸
支
部
）

射
場
文
彦

（
松
戸
支
部
）

金
子
隆
志

（
沼
南
支
部
）

井
上
博
公

（
木
更
津
支
部
）

稲
垣
昌
二

（
木
更
津
支
部
）

坂
口
文
夫

（
木
更
津
支
部
）

土
谷
昌
範

（
習
志
野
支
部
）

千葉県隊友会事務局
事務所開所時間
月・水・金
10:00～15:00

隊
友
千
葉
だ
よ
り

議長：金井市川支部長

講師：ナザレンコ・アンドリー氏

総
会
終
了
後
に
表
彰
式

を
行
い
、
隊
友
会
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
支
部
会
員
十
名

に
、
神
原
会
長
か
ら
表
彰
状

を
授
与
し
ま
し
た
。

表

彰

式

第
五
号
議
案
議
決
に
よ
り
、
県
本
部
お
よ
び
支
部
長
の
交
代
が
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
か
ら
二
年
間
に
亙
り
会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
神
原

会
長
（
陸
）
の
後
任
と
し
て
菊
地
会
長
（
海
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
き
に
亘
り
支
部
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
中
尾
四
街
道
支
部

長
、
満
園
沼
南
支
部
長
、
若
梅
山
武
東
金
支
部
長
、
内
田
八
街
支
部
長

お
よ
び
青
木
木
更
津
支
部
長
が
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
功
績
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
千
葉
県
隊
友
会
支
部
長※：新任

千
葉
中
央

今
瀬

信
之

（空
）

千
葉
美
浜

首
藤

敏
明

（陸
）

千
葉
花
見
川

片
山

隆
仁

（事
）※

（支
部
長
代
行
）

千
葉
稲
毛

櫻
井

武
之

（空
）

千
葉
若
葉

佐
藤

窄
陸

（陸
）

千
葉
緑

林

征
二
郎

（陸
）

市
原

秋
重

親
雄

（陸
）

八
千
代

日
野

進

（陸
）

習
志
野

柚
木

文
夫

（陸
）

船
橋

森

良
雄

（陸
）

浦
安

吉
岡

誠

（陸
）

市
川

金
井

泉
寿

（陸
）

我
孫
子

豊
嶋

尉
史

（陸
）

鎌
ヶ
谷

坂
本

祥
貢

（陸
）

松
戸

中
川

博
英

（陸
）

流
山

田
坂

徹
夫

（陸
）

野
田

青
田

実

（空
）

柏

阿
比
留
義
顯

（海
）

沼
南

永
岡

雅
史

（陸
）※

白
井

増
山

普
一

（陸
）

印
西

津
村

隆
尋

（陸
）

四
街
道

筒
井

紀
詔

（陸
）※

佐
倉

森
田

悦
朗

（陸
）

八
街

岩
井

勝
己

（陸
）※

成
田

石
橋

隆
夫

（海
）

香
取

石
川

芳
夫

（空
）

東
総

都
祭

広
一

（陸
）

山
武
東
金

越
川

政
道

（陸
）※

長
生(

兼

茂
原)

森
本

澄
男

（陸
）

夷
隅

高
橋

清
三

（陸
）

安
房

三
好

文
雄

（空
）

館
山

川
村

巖

（海
）

木
更
津

清
水

久
兀

（空
）※

“新会長挨拶”
菊地 聡

こ
の
度
神
原
前
会
長
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
菊
地

聡
で
す
。
な
に
ぶ
ん
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

戦
後
最
も
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
と
い
わ
れ
る
中
、

南
西
諸
島
の
守
り
を
固
め
る
べ
く
赴
任
直
後
の
視
察

に
お
い
て
職
務
に
殉
じ
ら
れ
た
隊
員
に
対
し
ま
し
て

深
甚
な
る
弔
意
を
表
し
ま
す
。
こ
の
度
の
事
故
に
関

す
る
報
道
に
接
し
て
も
自
衛
隊
の
活
動
等
に
対
す
る

国
民
及
び
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
理
解
は
ま
だ
ま
だ
深
く
な

い
と
感
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
親
が
子
供
に
就
い
て
ほ
し
く
な
い
職
業
と
し

て
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
」
、
「
芸
能
人
」
に
続
い
て
「
自
衛

隊
」が
第
３
位
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
、
信
頼
で
き

る
組
織
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
自
分
の
子
供
は
自
衛
官

に
し
た
く
は
な
い
と
考
え
る
親
御
さ
ん
も
多
く
い
ま

す
。
国
民
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
隊
友

会
会
員
が
自
身
の
体
験
に
基
づ
い
て
地
道
に
語
り
か

け
る
こ
と
が
国
民
と
自
衛
隊
の
架
け
橋
と
な
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
隊
友
会
を
巡
る
環
境

も
高
齢
化
、
会
勢
減
少
と
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
迎
え
つ
つ
あ
り
各
支
部
の
活
動

も
徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
先
輩
と
後
輩
の
良

き
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
特
別
会
員
と
の
理
解

増
進
の
場
と
し
て
隊
友
会
を
活
用
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

千
葉
県
隊
友
会
の
活
性
化
は
各
支
部
の
活
性
化

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
各

支
部
の
実
情
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

★
春
の
叙
勲
★

瑞
宝
大
綬
章

岩
﨑

茂

（柏
支
部
）

瑞
宝
小
綬
章

阪
谷

泰
久

（山
武
東
金
支
部
）

福
井

義
博

（印
西
支
部
）

瑞
宝
双
光
章

北
本

博
文

（木
更
津
支
部
）

山
口

篤
夫

（沼
南
支
部
）

大
草

久
幸

（印
西
支
部
）

佐
久
間

裕
二
（八
千
代
支
部
）

椎
名

惣
治

（東
総
支
部
）

菅
原

美
智
治
（四
街
道
支
部
）

宮
本

幸
二

（松
戸
支
部
）

森
下

孝
志

（安
房
支
部
）

八
巻

正
時

（市
原
支
部
）

吉
原

徹

（山
武
東
金
支
部
）

瑞
宝
単
光
章

安
藤

徳
光

（四
街
道
支
部
）

宮
路

英
明

（四
街
道
支
部
）

矢
部

和
宏

（館
山
支
部
）

受
章
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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◆
稲

毛

支

部
◆

一

稲
毛
支
部
の
現
況

会
員
数

約
６
７
名
（
７
年
前
は
１
０
９
名
）
出
身
別
内
訳
は
、

陸
自
４
９
名
、
海
自
１
１
名
、
空
自
６
名
、
事
務
官
１

名
で
す
が
、
構
成
員
の
高
齢
化
で
総
会
等
の
行
事
参

加
者
も
せ
い
ぜ
い
１
５
名
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分
会
の
結
成
と
分
会
単
位
の
連
絡
系
統
を
維
持

志
津
原
地
区
（
六
方
、
山
王
、
小
深
）
、
天
台
＆
轟

地
区
、
宮
野
木
＆
園
生
＆
長
沼
地
区
、
小
仲
台
＆
稲

毛
地
区
の
４
つ
の
分
会
を
通
じ
連
絡
系
統
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性

地
域
広
大
（約
２
０
町
）、
一
戸
建
て
住
宅
約

6
.5

割
、

マ
ン
シ
ョ
ン
約3

.5

割
で
、
選
挙
等
看
板
張
り
は
、
一
戸

建
て
が
多
い
志
津
原
地
区
は
比
較
的
容
易
で
す
。

二

稲
毛
区
の
歴
史
、
旧
軍
関
係
施
設･

現
在
の
自
衛

隊
施
設
等

稲
毛
区
は
、
戦
前
は
軍
都
千
葉
で
あ
り
、
軍
関
係
の

施
設
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
稲
毛
区
役
所
や

京
葉
工
業
高
校
が
あ
る
穴
川
に
は
、
「
千
葉
陸
軍
戦

車
学
校
」
が
あ
り
、
小
中
台
公
民
館
や
千
葉
女
子
高

校
の
あ
る
小
仲
台
に
は
「
千
葉
陸
軍
防
空
学
校
」が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
草
部
町
に
は
「
陸
軍
歩
兵
学

校
」
が
あ
り
、
軍
隊
の
行
進
す
る
音
が
賑
や
か
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
「
轟
町
」
の
地
名
が
名
付
け
ら
れ
た
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
面
影
を
伺
う
こ
と
の
で
き
る

施
設
と
し
て
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
あ
っ
た
、
川
光
倉
庫
が

使
用
し
て
い
た
作
草
部
町
の
「
気
球
聯
隊
の
旧
第
二
格

納
庫
」も
壊
さ
れ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

千
葉
経
済
学
園
内
に
あ
る
「
鉄
道
第
一
聯
隊
材
料
廠

煉
瓦
建
築
跡
」
及
び
千
葉
公
園
に
は
、
「
鉄
道
橋
」
も

あ
り
、
当
時
の
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

現
在
の
下
志
津
駐
屯
地
は
「
旧
陸
軍
の
航
空
学
校
跡

地
」
で
、
下
志
津
演
習
場
跡
地
に
連
接
し
し
て
お
り

「
昭
和
天
皇
お
手
植
え
の
松
」が
駐
屯
地
本
館
の
前
に

あ
り
ま
す
。
戦
後
は
、
食
料
難
と
復
員
軍
人
の
居
住

と
生
活
確
保
の
た
め
、
軍
用
地
の
多
く
が
農
地
に
払

い
下
げ
ら
れ
、
稲
毛
区
か
ら
四
街
道
に
ま
た
が
る
広

大
な
下
志
津
演
習
場
は
、
天
台
か
ら
長
沼
原
、
六
方
、

山
王
、
下
志
津
地
区
に
大
規
模
な
入
植
開
拓
が
行
わ

れ
、
陸
軍
の
施
設
が
集
中
し
て
い
た
、
穴
川
、
小
仲
台
、

轟
、
作
草
部
町
地
区
は
戦
災
を
受
け
た
諸
学
校
が
移

転
復
興
し
、
現
在
は
千
葉
大
、
敬
愛
大
、
千
葉
経
済

大
や
７
つ
の
高
校
や
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
な
ど

の
文
教
及
び
研
究
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
も
、
千
葉
市
に
立
ち
寄
ら
れ
た
折
に
は
、
是
非
稲

毛
区
に
あ
る
こ
れ
ら
旧
軍
関
連
施
設
を
訪
れ
て
、
新

し
い
発
見
を
さ
れ
て
は
如
何
で
す
か
？

こ
れ
ら
の
稲

毛
区
の
文
化
財
等
の
散
策
Ｍ
Ａ
Ｐ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

御
覧
下
さ
い
。

現
在
の
稲
毛
区
及
び
近
傍
に
所
在
す
る
自
衛
隊
施

設
は
千
葉
地
方
協
力
本
部
、
陸
上
自
衛
隊
高
射
学

校
（近
傍
）の
２
か
所
の
み
で
す
。

三

稲
毛
支
部
の
活
動
状
況

稲
毛
支
部
総
会
・懇
親
会

県
隊
友
会
総
会
後
の
５
月
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
２
０
２
０
年
か
ら
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
中
止
、
昨
年
か
ら
懇
親
会
抜
き
の
総
会
の
み
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
会
員
の
高
齢
化
で
、
現
在
の
参
加

者
は
支
部
長
以
下
約
１
０
数
名
と
依
然
と
比
べ
か
な

り
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
県
隊
友
会
の
方
針
等
を
紹
介
説
明
す
る

と
と
も
に
、
稲
毛
支
部
の
前
年
度
の
活
動
成
果
及
び

次
年
度
の
活
動
計
画
を
決
め
る
と
と
も
に
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
特
別
会
員
等
と
の
意
見
交
換
を
図
っ
て

い
ま
す
。

令和４年度稲毛支部総会

会
員
と
地
域
の
特
別
会
員
、
周
辺
部
隊
等
の
長
と
の

親
睦
行
事

志
津
原
会
（
発
足
当
時
、
稲
毛
支
部
の
分
会
）
は
、

会
員
の
親
睦
と
地
域
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
主
と
し
て
小
深
町
、
六
方
町
、
山
王
町
在
住
の

会
員
及
び
高
射
学
校
長
、
地
区
選
出
の
国
会
議
員
、

県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
等
と
の
交
流
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
、
新
体
制
と
な
っ
た
志
津
原

会
と
連
携
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
。

※

主
な
活
動

町
内
会
の
会
長
・
副
会
長
・理
事
・

顧
問
、
選
挙
時
ポ
ス
タ
ー
貼
り
、
詩
吟
同
好
会
（県
護

国
神
社
、
追
悼
式
等
献
吟
）、
料
理
教
室
参
加
、
囲
碁

同
好
会
講
師
、
春
の
観
櫻
、
酷
暑
期
、
年
の
瀬
又
は
新

年
の
親
睦
会
に
必
ず
地
元
選
出
国
会
、
県
、
市
議
会

議
員
及
び
高
射
学
校
長
が
参
加
、
他
千
葉
県
隊
友

会
行
事
、
地
域
の
行
事
等
に
多
数
参
加
し
て
お
り
ま

し
た
。
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『千
葉
だ
よ
り
』の
支
部
紹
介
の
予
定
は
、
次
の
通

り
で
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
、
お
待
ち
下
さ
い
。

◎
９
月
号
：
松
戸
支
部
、
佐
倉
支
部

◎
１
月
号
：
鎌
ヶ
谷
支
部
、
香
取
支
部

◎
３
月
号
：
我
孫
子
支
部
、
緑
支
部

【
支
部
紹
介
記
事
の
掲
載
予
定
】「千葉だより」令和５年５月号編集担当

県本部理事役 大瀬戸 功

近
傍
部
隊
等
の
行
事
参
加

下
志
津

（
賀
詞
交
換
会
、
予
備
自
講
話
、
開
庁
記

念
日
、
追
悼
式
、
夏
祭
り
、
音
楽
祭
等
）習
志
野

（初

降
下
訓
練
、
夏
祭
り
、
餅
つ
き
、PA

C
-
3

研
修
等
）

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

地
区
の
自
治
会
長
・
区
長
、
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
防
犯
協
会
パ
ト
ロ
ー
ル
等

会
員
へ
の
普
及
教
育
パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、
経
費
節
減
の
折
、
会

員
へ
の
連
絡
手
段
を
電
子
メ
ー
ル
で
実
施
で
き
る
事
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
る
事

を
当
初
の
目
標
と
し
て
２
回
程
実
施
し
ま
し
た
が
、

高
齢
化
等
で
そ
れ
以
降
進
ま
ず
、
と
り
や
め
と
な
っ

て
い
ま
す
。

隊
友
新
聞
折
り
込
み
作
業
の
支
援

常
時
２
名
以
上
が
参
加
し
、
隊
友
新
聞
は
予
算
節

約
と
新
聞
手
配
り
時
の
会
員
現
況
把
握
を
兼
ね
て
全

員
手
配
り
し
て
い
ま
す
（手
配
り
率1

0
0
%

・新
聞
不
要

者
等
を
除
く
）

千
葉
県
護
国
神
社
奉
仕
活
動

例
年
春
、
秋
の
例
大
祭
に
お
け
る
清
掃
作
業
及
び

車
両
統
制
等
に
近
傍
支
部
と
し
て
１
名
以
上
参
加
し

て
い
ま
す
。

以
上
で
稲
毛
支
部
の
現
況
紹
介
を
終
わ
り
ま
す
が
、

役
員
等
の
高
齢
化
で
稲
毛
支
部
の
活
動
も
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
こ
れ
あ
り
、
低
調
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後

は
若
手
会
員
を
取
り
込
ん
で
の
活
性
化
努
力
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
。

稲
毛
支
部
長

櫻
井
武
之

実
績
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
全

国
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
わ
が

匝
瑳
市
も
そ
の
例
外
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
の
強
力
な
感
染
力
は
、
主
に
都
会

へ
供
給
を
担
う
鶏
卵
の
食
料
基
地
と
し
て
の
動
き
を

止
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
改
め
て
国
を
護
る
こ
と
に
お

い
て
、
食
料
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も
立
派
な
国

防
で
あ
る
と
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
習
志
野
駐
屯
地
よ
り
派
遣
さ
れ

た
自
衛
隊
の
精
鋭
諸
士
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
必
要
措
置
を
講
じ
る
べ
く
、
夜
を
徹
し

て
作
業
を
お
こ
な
い
、
な
ん
と
一
晩
で
感
染
鶏
１
０
万

羽
の
殺
処
分
を
遂
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

統
率
力
を
も
っ
た
自
衛
隊
な
ら
で
は
の
成
果
で
も
あ

り
、
行
政
関
係
者
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
も
改
め

て
頼
れ
る
自
衛
隊
”を
感
じ
て
頂
い
た
事
例
で
も
あ
り

ま
し
た
。

１
月
２
８
日
、
隊
友
会
東
総
支
部
と
し
て
、
一
刻
も
早

い
隊
員
の
皆
さ
ん
へ
の
激
励
の
た
め
、
匝
瑳
市
の
宮
内

東
総
支
部
は
、
銚
子
市
、
旭
市
、
匝
瑳
市
の
広
域
三

市
を
活
動
拠
点
と
し
、
現
在
会
員
は2

4

名
を
数
え
ま

す
。
本
地
区
は
極
め
て
温
暖
な
地
域
で
も
あ
り
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産
業
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

康
幸
市
長
、
地
元
選
出
の

宇
野
裕
県
議
や
行
政
関
係

者
と
と
も
に
、
現
場
中
央

指
揮
所
を
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
幹
部
の
皆
さ
ん
へ
感
謝

の
意
を
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

東
総
支
部
で
は
、
今
後
、

地
元
の
雇
用
促
進
協
議
会

と
連
携
し
、
退
職
自
衛
官
の

皆
さ
ん
の
再
就
職
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
最
後
に
県
内

各
地
の
隊
友
諸
兄
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

東
総
支
部
長

都
祭
公
一

中央指揮所を激励訪問
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